
梅⾬は⾬の⽇が多くカタツムリの観察に適した時期です。
童謡の歌詞にでてくる「つの出せ やり出せ ⽬⽟出せ」の
ツノ・ヤリ・⽬⽟はそれぞれ何を指すものなのか、観察して
みましょう。また、⾝近にみられるカタツムリの種類にも注
⽬して探してみましょう。

▲アジサイの葉の上で休むオナジマイマイ

【6⽉のテーマ】
でんでんむしむし かたつむり
案内⼈︓望⽉みずき（⿃の博物館学芸員）

⽯原直⼦ （⿃の博物館市⺠スタッフ）

⾞や⾃転⾞に注意しましょう。⽔⽥や私有地では、マナーを守って観察しましょう。

2023年6⽉10⽇（⼟）



カタツムリの体

⾝近なカタツムリ識別チャレンジ
識別ポイント︓①⼤きさ②巻く向き③カラの形④⾊や模様

2cm以上

1~2cm

⾝近なカタツムリ図鑑

ミスジマイマイ

左巻き

右巻き

ヒダリマキマイマイ

左巻き

右巻き

ヒダリマキマイマイ幼⾙

ウスカワマイマイ

ニッポンマイマイ

オナジマイマイ

識別は難しい (専⾨家に相談しましょう)

キセルガイのなかま
オカチョウジガイのなかま

1cm以下

細⻑い
カタツムリ

左巻き

右巻き

2cm

1cm

殻が丸く⼊⼝が広い
殻が薄くブチ模様

殻が⾼い・ヘリが尖る

殻が平たい・中⼼が茶⾊

巻き数が少ない ミスジマイマイ幼⾙/ほか

⼤触覚
だいしょっかく

⼩触覚
しょうしょっかく

⽣殖孔
せいしょくこう

このカラの
巻く向きは︖

左巻き 右巻き

殻
から

⽬

⾜

(交尾をしたり卵を産むところ)

(明るさが分かる)

(味や匂いが分かる)

殻頂
かくちょう

このカタツムリは
⼤⼈︖⼦供︖

⼤⼈(成⾙) ⼦供(幼⾙) ⽣殖孔から出る恋⽮を相
⼿に刺し、精⼦を渡しま
す。カタツムリは雌雄同
体のため、刺された側が
卵を産みます。

⼤⼈になると
カラの⼊⼝が
反り返ります。

※⼤きさは⼤⼈の
カラの直径のこと

恋⽮
※イメージ図

めだま

つの

やり

れんし

⼤きさの⽬安

※死んだ個体のためカラが⽩い

※死んだ個体のためカラが⽩い

⼤きさ︓約4cm いる場所︓半樹上
特徴︓名前の通りカラが左巻き

ヒダリマキマイマイ
⼤きさ︓約3~4cm いる場所︓半樹上
特徴︓三本のスジが⼊ることが多い

ミスジマイマイ

⼤きさ︓約1.5~2.0cm いる場所︓住宅地など
特徴︓カラが丸くブチ模様のことが多い

ウスカワマイマイ
⼤きさ︓約1.5~2.0cm いる場所︓林縁の草地
特徴︓カラを横からみると円錐形

ニッポンマイマイ

⼤きさ︓約1.5cm いる場所︓住宅地・畑
特徴︓⻩⽩⾊のカラ。乾燥に強い

オナジマイマイ

⼤きさ︓約5~15mm いる場所︓地⾯〜半樹上
特徴︓煙管(きせる)に似ていることから命名

ナミコギセル
⼤きさ︓約5~10mm いる場所︓地⾯
特徴︓植⽊鉢や朽⽊の下にいる

オカチョウジガイのなかま

⼤きさ︓約1.5mm いる場所︓地⾯
特徴︓⾮常に⼩さい。落ち葉の下にいる

コシダカシタラ

1.5mm

実際の
⼤きさ


